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◇
り
ん
ご
の
病
害

○
黒
星
病
対
策

昨
年
は
、
感
染
好
適
と
な
る
降

雨
が
４
月
25
日
に
あ
り
、
試
験
場

内
の
殺
菌
剤
無
散
布
樹
「
ふ
じ
」で

の
初
発
は
平
年
並
み
の
５
月
７
日

に
確
認
さ
れ
た
。
５
～
６
月
は
全

般
に
降
雨
が
少
な
く
経
過
し
た
た

め
、
そ
の
後
の
病
勢
の
進
展
は
緩

慢
で
、
発
生
量
は
平
年
よ
り
少
な

か
っ
た
。

本
病
菌
は
被
害
落
葉
、
芽
り
ん

片
、
枝
病
斑
で
越
冬
し
一
次
伝
染

源
と
な
る
が
、
本
県
で
は
被
害
落

葉
が
重
要
な
一
伝
染
源
で
あ
る
。

前
年
、
黒
星
病
の
発
生
が
多
か
っ

た
園
地
で
は
今
年
も
発
生
が
多
く

な
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
注
意
す

る
。展

葉
期
か
ら
落
花
期
に
か
け

て
、
黒
星
病
の
重
点
防
除
時
期
と

な
る
た
め
、
開
花
直
前
に
ミ
ギ
ワ

20
フ
ロ
ア
ブ
ル
ま
た
は
ユ
ニ
ッ
ク

ス
顆
粒
水
和
剤
47
、
落
花
直
後
に

は
カ
ナ
メ
フ
ロ
ア
ブ
ル
な
ど
の
Ｓ

Ｄ
Ｈ
Ｉ
剤
を
散
布
す
る
。
な
お
、

Ｄ
Ｍ
Ｉ
剤
と
Ｑ
ｏ
Ｉ
剤
に
つ
い
て

は
、
耐
性
菌
が
確
認
さ
れ
て
い
る

た
め
、
黒
星
病
防
除
を
対
象
と
し

て
使
用
し
な
い
。

○
腐
ら
ん
病

近
年
、
発
生
が
高
止
ま
り
し
て

お
り
、
対
策
に
苦
慮
し
て
い
る
。

本
病
は
薬
剤
散
布
の
み
で
は
対

策
が
困
難
で
あ
り
、
園
内
の
菌
密

度
の
低
下
を
図
る
た
め
の
耕
種
的

防
除
を
含
め
総
合
的
な
対
策
が
必

要
で
あ
る
。
以
下
に
こ
の
時
期
の

対
策
に
つ
い
て
示
す
。

・
病
斑
部
に
対
す
る
処
置

病
斑
部
は
周
年
に
わ
た
っ
て
胞

子
を
噴
出
し
伝
染
源
と
な
る
。
そ

の
た
め
、
病
斑
部
を
で
き
る
限
り

早
期
に
取
り
除
き
、
園
地
で
の
菌

密
度
を
あ
げ
な
い
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。
５
月
～
６
月
は
腐
ら
ん
病

の
発
病
が
激
し
く
な
り
、
発
病
を

見
つ
け
や
す
く
な
る
た
め
、
摘
果

等
の
作
業
に
あ
わ
せ
園
地
を
細
か

く
観
察
し
、
見
つ
け
次
第
対
策
を

実
施
す
る
。

胴
腐
ら
ん
の
場
合
は
病
患
部
を

紡
す
い
形
に
削
り
取
り
、
塗
布
剤

を
塗
る
。
削
り
取
り
が
不
十
分
で

あ
っ
た
場
合
に
は
再
発
す
る
リ
ス

ク
が
高
い
た
め
確
実
に
処
置
す

る
。
枝
腐
ら
ん
の
場
合
は
病
斑
部

を
含
め
て
せ
ん
除
す
る
。せ
ん
除
、

削
り
と
り
し
た
罹
病
部
は
伝
染
源

と
な
る
た
め
、
園
内
か
ら
持
ち
出

す
。

・
薬
剤
防
除

伝
染
は
子
の
う
胞
子
ま
た
は
柄

胞
子
の
い
ず
れ
か
で
起
こ
り
、
特

に
柄
胞
子
は
周
年
分
散
す
る
。
本

病
菌
は
傷
口
の
み
か
ら
感
染
す

る
。
５
月
、
６
月
は
摘
果
に
よ
る

傷
口
が
多
く
生
じ
、
果
台
感
染
が

増
加
す
る
。
摘
果
後
に
ト
ッ
プ
ジ

ン
Ｍ
水
和
剤
や
ベ
ン
レ
ー
ト
水
和

剤
を
散
布
す
る
。

◇
り
ん
ご
の
虫
害

○
ユ
キ
ヤ
ナ
ギ
ア
ブ
ラ
ム
シ

５
月
中
旬
頃
か
ら
発
生
が
み
ら

れ
る
。
発
生
が
増
加
す
る
６
月
上

旬
頃
に
効
果
の
あ
る
薬
剤
を
用
い

て
防
除
す
る
。

○
リ
ン
ゴ
ワ
タ
ム
シ

６
月
上
旬
頃
か
ら
発
生
が
多
く

な
る
た
め
、
効
果
の
あ
る
薬
剤
を

丁
寧
に
散
布
す
る
。
徒
長
枝
が
繁

茂
す
る
と
本
種
の
発
生
源
と
な
る

こ
と
が
あ
る
た
め
、
夏
期
管
理
を

励
行
す
る
。

○
モ
モ
シ
ン
ク
イ
ガ

５
月
下
旬
～
６
月
上
旬
頃
か
ら

成
虫
が
発
生
す
る
。
防
除
は
、
幼

果
へ
の
産
卵
が
多
く
な
る
６
月
下

旬
頃
か
ら
実
施
す
る
。
春
先
か

ら
気
温
が
高
く
推
移
す
る
と
、
発

生
が
早
ま
る
可
能
性
が
あ
る
。
関

係
機
関（
病
害
虫
防
除
所
等
）か
ら

の
情
報
を
参
考
に
、
必
要
が
あ
れ

ば
６
月
中
旬
か
ら
防
除
を
実
施
す

る
。
ま
た
、
５
月
下
旬
ま
で
に
交

信
か
く
乱
剤（
コ
ン
フ
ュ
ー
ザ
ー

Ｒ
、シ
ン
ク
イ
コ
ン
Ｌ
）を
設
置
す

る
と
、
次
世
代
の
増
殖
抑
制
に
有

効
で
あ
る
。

○
ケ
ム
シ
類

開
花
期
前
後
は
ケ
ム
シ
類（
ヒ

メ
シ
ロ
モ
ン
ド
ク
ガ
や
マ
イ
マ
イ

ガ
等
）
の
防
除
時
期
に
あ
た
る
。

花
粉
媒
介
昆
虫
に
影
響
の
な
い
薬

剤
を
散
布
す
る
。
老
熟
幼
虫
に
な

る
と
効
果
が
劣
る
た
め
、
で
き
る

だ
け
若
齢
期
に
防
除
を
行
う
。

○
ナ
シ
マ
ル
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ

本
種
は
近
年
増
加
傾
向
で
あ

る
。
年
２
～
３
回
発
生
し
、
第
１

世
代
ふ
化
幼
虫
は
６
月
中
旬
頃
に

発
生
す
る
。
ふ
化
幼
虫
発
生
初
期

に
ア
プ
ロ
ー
ド
フ
ロ
ア
ブ
ル
を
丁

寧
に
散
布
す
る
。

◇
ぶ
ど
う
の
病
害

○
黒
と
う
病

欧
州
系
品
種
の
生
産
拡
大
に
伴

い
、
本
病
の
発
生
が
問
題
と
な
っ

て
い
る
。

本
病
は
梅
雨
伝
染
性
の
病
害
で

あ
る
。
病
原
菌
は
結
果
枝
や
巻
き

ひ
げ
な
ど
の
病
斑
内
で
菌
糸
で
越

冬
し
、
翌
年
の
伝
染
源
と
な
る
。

４
～
５
月
こ
ろ
に
降
雨
に
よ
っ
て

病
斑
上
に
多
数
の
分
生
胞
子
が
形

成
さ
れ
、
こ
れ
ら
が
雨
滴
に
よ
っ

て
伝
搬
す
る
。
病
斑
形
成
後
、
数

日
を
経
て
胞
子
を
形
成
し
始
め
、

二
次
伝
染
を
繰
り
返
す
。
新
梢
や

新
葉
、
果
穂
な
ど
比
較
的
柔
ら
か

い
組
織
で
感
染
が
起
こ
り
や
す
い
。

生
育
期
防
除
は
展
葉
２
～
３
枚

期
頃
か
ら
実
施
し
、
そ
の
後
も
防

除
間
隔
が
あ
か
な
い
よ
う
に
注
意

す
る
。
展
葉
２
～
３
枚
か
ら
開
花

期
ま
で
は
、
キ
ノ
ン
ド
ー
水
和
剤

80
、
チ
ウ
ラ
ム
フ
ロ
ア
ブ
ル
を
散

布
す
る
。
落
花
期
か
ら
梅
雨
期
に

か
け
て
は
、
ジ
マ
ン
ダ
イ
セ
ン
水

和
剤
、
オ
ー
ソ
サ
イ
ド
水
和
剤
80

等
を
散
布
す
る
。
ま
た
、
薬
剤
防

除
に
先
立
っ
て
、
伝
染
源
と
な
る

結
果
母
枝
の
病
斑
や
巻
き
ひ
げ
を

除
去
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

◇
ぶ
ど
う
の
虫
害

○
チ
ャ
ノ
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ

６
月
中
旬
頃
か
ら
密
度
が
増
加

す
る
。
落
花
直
後
及
び
６
月
下
旬

～
７
月
上
旬
の
防
除
が
重
要
と
な

る
。
薬
剤
散
布
後
は
速
や
か
に
袋

か
け
を
行
い
、
被
袋
後
の
薬
剤
散

布
を
安
易
に
省
略
し
な
い
。

○
カ
ス
ミ
カ
メ
ム
シ
類

近
年
、
欧
州
系
ぶ
ど
う
で
被
害

が
み
ら
れ
る
。
４
月
下
旬
～
５
月

上
旬
の
発
芽
期
頃
か
ら
、
幼
虫
が

新
梢
先
端
の
柔
ら
か
い
葉
や
幼
花

穂
を
吸
汁
加
害
す
る
。
加
害
さ
れ

た
葉
は
は
じ
め
暗
褐
色
の
小
斑
点

を
生
じ
、
生
育
に
伴
っ
て
大
小
の

穴
が
空
く
。
幼
花
穂
で
は
花
蕾
が

な
く
な
り
実
害
と
な
る
。
園
内
を

巡
回
し
、
幼
虫
が
認
め
ら
れ
た
ら

捕
殺
す
る
。

○
ク
ワ
コ
ナ
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ

５
月
上
旬
頃
か
ら
越
冬
世
代
ふ

化
幼
虫
が
発
生
す
る
。
薬
剤
は
若

齢
幼
虫
に
対
し
て
効
果
が
高
く
、

齢
期
が
進
む
に
つ
れ
て
低
下
す
る
。

◇
も
も
の
病
害

○
せ
ん
孔
細
菌
病

昨
年
は
発
生
が
目
立
た
な
か
っ

た
が
、
も
も
、
ネ
ク
タ
リ
ン
で
は
最

重
要
病
害
で
あ
る
た
め
、今
年
度
も

引
き
続
き
防
除
対
策
を
徹
底
す
る
。

・
春
型
枝
病
斑
の
せ
ん
除

本
病
の
防
除
は
薬
剤
防
除
だ
け

で
は
十
分
な
効
果
が
得
ら
れ
な

い
。
園
内
で
の
菌
密
度
を
低
下
さ

せ
る
た
め
に
一
次
伝
染
源
と
な
る

春
型
枝
病
斑
の
せ
ん
除
を
行
う
。

病
原
細
菌
は
新
梢
の
皮
部
組
織
内

で
越
冬
し
、
４
月
に
入
り
気
温
が

上
昇
し
て
く
る
と
、
枝
の
一
部
に

紫
褐
色
～
紫
黒
色
の
病
斑
を
生
じ

る
。
芽
枯
れ
や
花
腐
れ
症
状
を
と

も
な
う
こ
と
も
多
い
。
病
徴
周
辺

の
組
織
で
は
外
観
が
健
全
で
あ
っ

て
も
表
皮
下
の
組
織
に
病
原
菌
が

充
満
し
て
い
る
た
め
、
健
全
部
の

芽
を
２
芽
程
度
含
め
大
き
く
切
り

戻
す
。病
斑
直
下
で
切
り
戻
す
と
、

再
発
す
る
可
能
性
が
高
い
。
春
型

枝
病
斑
の
せ
ん
除
は
手
間
が
か
か

る
が
、
一
次
伝
染
源
を
減
ら
す
こ

と
が
で
き
る
有
効
な
手
段
で
あ

る
。
開
花
期
頃
か
ら
５
月
い
っ
ぱ

い
に
か
け
て
、
定
期
的
に
園
地
全

体
を
巡
回
し
、
せ
ん
除
を
徹
底
す

る
。

◇
も
も
の
虫
害

○
ウ
メ
シ
ロ
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ

５
月
上
～
中
下
旬
に
ふ
化
幼
虫

が
発
生
す
る
。
ふ
化
幼
虫
の
発
生

初
期
に
ア
プ
ロ
ー
ド
フ
ロ
ア
ブ
ル

を
散
布
す
る
。

○
モ
モ
ハ
モ
グ
リ
ガ

６
月
上
旬
は
第
２
世
代
の
防
除

適
期
で
あ
る
。
関
係
機
関（
病
害

虫
防
除
所
等
）
か
ら
の
情
報
を
参

考
に
、
成
虫
発
生
初
期
に
食
入
防

止
効
果
の
高
い
薬
剤
を
散
布
す
る
。

農
薬
適
正
使
用
研
修
会
を

開
催
し
ま
す
。

農
薬
の
使
用
機
会
が
増
え
る
六

月
一
日
か
ら
八
月
三
十
一
日
に
か

け
て
、全
国
で「
農
薬
危
害
防
止
運

動
」が
展
開
さ
れ
ま
す
。

本
県
で
は
、農
政
部
、健
康
福
祉

部
、環
境
部
が
連
携
し
、農
薬
の
安

全
か
つ
適
正
な
使
用
の
推
進
を
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
農
薬
の
使

用
者
、
販
売
者
及
び
安
全
使
用
の

指
導
者
等
を
対
象
と
し
て
、「
農
薬

適
正
使
用
研
修
会
」
を
オ
ン
ラ
イ

ン
配
信
に
て
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
の
で
、
皆
様
の
御
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
ウ
ェ
ブ
環

境
が
整
わ
な
い
方
向
け
に
定
員
は

限
ら
れ
ま
す
が
、
現
地
会
場
も
設

け
る
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

御
希
望
の
方
は
お
申
し
出
く
だ
さ

い
。

※
開
催
期
日（
予
定
）

　
令
和
七
年
六
月
三
日（
火
）

な
お
、
開
催
時
間
等
の
詳
細
に

つ
き
ま
し
て
は
、後
日
、県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
に
よ
り
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

https:/
/

w
w

w
.pref.nagano.

lg.jp/
no

gi/
20170502.htm

l

（
農
政
部

農
業
技
術
課
）

毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験
の

実
施
に
つ
い
て

令
和
七
年
度
の
長
野
県
毒
物
劇

物
取
扱
者
試
験
を
次
の
と
お
り
実

施
し
ま
す
。

一
　
試
験
日

令
和
七
年
八
月
五
日（
火
）

二
　
試
験
会
場

・
佐
久
市
　
佐
久
合
同
庁
舎

・
伊
那
市
　
伊
那
合
同
庁
舎

・
松
本
市
　
松
本
市
浅
間
温
泉

文
化
セ
ン
タ
ー

・
長
野
市
　
Ｊ
Ａ
長
野
県
ビ
ル

※
試
験
会
場
は
駐
車
場
が
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
公
共
交
通
機
関
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

三
　
試
験
区
分

・
一
般

・
農
業
用
品
目

・
特
定
品
目

四
　
試
験
科
目

・
毒
物
及
び
劇
物
に
関
す
る
法
規

・
基
礎
化
学

・
毒
物
及
び
劇
物
の
性
質
及
び
貯

蔵
そ
の
他
取
扱
方
法

・
毒
物
及
び
劇
物
の
識
別
及
び
取

扱
方
法

五
　
受
験
資
格

学
歴
、
年
齢
及
び
経
験
は
問
い

ま
せ
ん
。

六
　
受
験
願
書
の
配
布

試
験
案
内
と
受
験
願
書
は
、
五

月
下
旬
か
ら
、
長
野
県
内
の
保
健

福
祉
事
務
所
、
中
核
市
保
健
所
及

び
健
康
福
祉
部
薬
事
管
理
課
で
配

布
す
る
予
定
で
す
。

七
　
受
験
手
続
き

ア
　
提
出
書
類
等

・
受
験
願
書

・
写
真
一
枚（
縦
五
セ
ン
チ
×

横
四
・
五
セ
ン
チ
、出
願
前
六

ヶ
月
以
内
に
撮
影
し
た
正
面

向
き
、脱
帽
、上
半
身
像
の
も

の
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。）

・
受
験
手
数
料
一
一
、
二
〇
〇

円（
長
野
県
収
入
証
紙
で
納

入
し
て
く
だ
さ
い
。）

イ
　
受
付
期
間

　
令
和
七
年
六
月
二
日（
月
）

か
ら
令
和
七
年
六
月
十
三
日

（
金
）
ま
で（
土
曜
日
・
日
曜

日
を
除
き
ま
す
。）

ウ
　
提
出
先

　
長
野
県
内
の
保
健
福
祉
事

務
所
、
中
核
市
保
健
所
又
は

健
康
福
祉
部
薬
事
管
理
課

八
　
そ
の
他

毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験
に
関
す

る
情
報
に
つ
い
て
は
、
長
野
県
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

https:/
/

w
w

w
.pref.nagano.

lg
.jp

/
s
a

n
g

y
o

/
s
h

ik
e
n

/
dokugekibutsu/

in
d
e
x
.h

tm
l

（
健
康
福
祉
部
薬
事
管
理
課
）

５
月
・
６
月
の
果
樹
病
害
虫
対
策

果
樹
試
験
場
　
技
　
師
　
島
袋
稚
子（
病
害
）

研
究
員
　
石
井
伸
洋（
虫
害
）

り
ん
ご
・
ぶ
ど
う
・
も
も

り
ん
ご
・
ぶ
ど
う
・
も
も

当

面

の

技

術

長
野
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

凍凍霜霜害害ののリリススククをを下下げげるるココーーヒヒーー由由来来のの天天然然抽抽出出物物がが
長長野野県県のの果果樹樹をを守守りりまますす！！

https://www.nichino.co.jp/products/frostbuster_index.html
フフロロスストトババススタターー特特設設ペペーージジははここちちららかからら！！
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●使用前にはラベルをよく読んでください。　●ラベルの記載以外には使用しないでください。　●小児の手の届く所に置かないでください。

フーモンは日本化薬株式会社の登録商標です。農林水産省登録 第23741号

主
成
分
が
食
品
添
加
物
で
、

収
穫
前
日
ま
で

何
回
で
も
使
え
ま
す
。

主
成
分
が
食
品
添
加
物
で
、

収
穫
前
日
ま
で

何
回
で
も
使
え
ま
す
。

東京都千代田区丸の内二丁目1番1号（明治安田生命ビル）
TEL.03ｰ6731ｰ5321　 FAX.050ｰ3730ｰ7867
ホームページアドレス https://www.nipponkayaku.co.jp/agro/

殺虫・殺ダニ剤（気門封鎖剤）殺菌剤・展着剤殺虫・殺ダニ剤（気門封鎖剤）殺菌剤・展着剤

気門封鎖剤とは！ ▶ 害虫の気門（空気の出入り口）をふさぐことで、窒息死させる薬剤です。

殺ダニ剤／展着剤(殺虫剤・殺菌剤)として
果樹類で使用できるようになりました！

●果樹類のハダニ類対策に！
●展着剤としても使えます！
野菜類のハダニ類、アブラムシ類、コナジラミ類、
うどんこ病対策としてもご利用いただけます。

適用
拡大!
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【
病
害
】

○
な
し

ア
．
ナ
シ
黒
星
病

令
和
６
年
に
お
け
る
ナ
シ
黒
星

病
（
図
１
）
の
現
地
で
の
発
生
は
、

平
年
並
み
～
や
や
少
な
い
傾
向
で

あ
っ
た
。

本
病
の
主
要
な
越
冬
伝
染
源

は
、
落
葉
か
ら
飛
散
す
る
子
の
う

胞
子
で
あ
る
。
令
和
６
年
、
南
信

農
業
試
験
場
内
に
お
け
る
子
の
う

胞
子
の
飛
散
は
４
月
上
旬
に
始

ま
っ
た
が
、
そ
の
後
は
平
年
に
比

べ
て
少
な
く
推
移
し
、
５
月
中
旬

～
下
旬
に
ピ
ー
ク
と
な
っ
た（
図

２
）
。
ま
た
、
試
験
場
内
の「
幸
水
」

の
満
開
日
は
４
月
19
日
（
平
年
よ

り
４
日
早
い
）
で
あ
り
、
本
病
の
重

要
防
除
時
期
に
当
た
る
開
花
期
に

子
の
う
胞
子
の
飛
散
が
僅
か
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
試
験
場
内
の「
幸

水
」
樹
（
殺
菌
剤
無
散
布
）
の
黒
星

病
の
発
病
は
、
平
年
に
比
べ
て
少

な
く
推
移
し
た
（
図
３
）
。

「
幸
水
」
で
は
、
開
花
期
に
加
え

て
、
果
実
肥
大
期
に
も
果
実
の
感

染
リ
ス
ク
が
高
ま
る
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
る
。
令
和
６
年
は
果
実
の

感
染
リ
ス
ク
が
高
ま
る
、
満
開
後

52
～
83
日
（
場
内
の
「
幸
水
」
で
は

６
月
10
日
～
７
月
11
日
が
該
当
）

の
降
雨
が
平
年
に
比
べ
て
多
く
、

果
実
感
染
が
起
こ
り
や
す
い
気
象

条
件
と
な
っ
た（
デ
ー
タ
省
略
）。

そ
の
た
め
、
伝
染
源
と
な
る
葉
の

病
斑
が
６
月
上
旬
頃
ま
で
に
発
生

し
た
ほ
場
で
は
、
果
実
被
害
が
見

ら
れ
た
。

本
年（
令
和
７
年
）、
本
病
の
最

重
要
防
除
時
期
で
あ
る
開
花
直
前

と
落
花
直
後
の
薬
剤
散
布
は
既
に

終
了
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、

今
後
、
梅
雨
の
期
間
が
長
引
き
降

雨
日
が
多
く
な
れ
ば
、
発
病
が
急

増
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
園
内
を

よ
く
観
察
し
、
発
生
の
多
い
園
地

で
は
被
害
拡
大
を
防
ぐ
た
め
次
の

点
に
注
意
し
て
防
除
に
当
た
る
。

①
り
病
果
、
り
病
葉
は
二
次
伝
染

源
と
な
る
の
で
、
可
能
な
限
り
除

去
し
、ほ
場
内
に
残
さ
な
い
。

②
適
期
防
除
に
努
め
、
薬
剤
散
布

の
間
隔
が
開
き
過
ぎ
な
い
よ
う
に

注
意
す
る
。

③
散
布
む
ら
が
生
じ
な
い
よ
う
、

丁
寧
な
散
布
を
心
が
け
る
。
薬
剤

の
か
か
り
に
く
い
場
所
に
は
手
散

布
に
よ
る
補
正
を
実
施
し
、
園
の

周
縁
部
に
あ
る
受
粉
樹
に
つ
い
て

も
忘
れ
ず
に
防
除
す
る
。

④「
幸
水
」、「
豊
水
」
の
栽
培
園
で

６
月
上
旬
頃
に
黒
星
病
の
り
病
果

や
り
病
葉
が
見
ら
れ
る
場
合
は
、

果
実
肥
大
期
の
果
実
感
染
が
起
こ

る
可
能
性
が
高
い
。
防
除
に
は

６
月
中
旬
～
７
月
上
中
旬
に
、
ス

ク
レ
ア
フ
ロ
ア
ブ
ル
、
ス
ト
ロ
ビ

ー
ド
ラ
イ
フ
ロ
ア
ブ
ル（
い
ず
れ

も
Ｑ
ｏ
Ｉ
剤
、
Ｆ
Ｒ
Ａ
Ｃ
コ
ー
ド

11
）、
カ
ナ
メ
フ
ロ
ア
ブ
ル（
Ｓ
Ｄ

Ｈ
Ｉ
剤
、
Ｆ
Ｒ
Ａ
Ｃ
コ
ー
ド
７
）、

ミ
ギ
ワ
20
フ
ロ
ア
ブ
ル
な
ど
を
散

布
す
る
。

イ
．
ナ
シ
黒
斑
病

「
二
十
世
紀
」、「
南
水
」
の
葉
や

果
実
に
病
斑
を
生
じ
る（
図
４
）。

「
二
十
世
紀
」の
栽
培
面
積
の
減
少

に
伴
い
、
県
内
で
の
発
生
は
減
少

傾
向
に
あ
り
、「
南
水
」
で
も
大
き

な
被
害
は
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
い

る
。
本
病
の
果
実
感
染
を
防
ぐ
た

め
、「
二
十
世
紀
」「
南
水
」
の
被
袋

作
業
は
梅
雨
入
り
前
に
終
わ
ら
せ

る
。
ま
た
、
被
袋
直
前
の
薬
剤
散

布
か
ら
被
袋
終
了
ま
で
の
期
間
が

開
か
な
い
よ
う
短
期
間
で
の
作
業

を
心
が
け
る
。

ウ
．
ナ
シ
輪
紋
病

日
本
な
し
、
西
洋
な
し
で
果
実

腐
敗
を
引
き
起
こ
し
、
特
に
西
洋

な
し
の
最
重
要
病
害
と
な
っ
て
い

る（
図
５
）。
果
実
感
染
は
梅
雨
期

を
中
心
に
５
月
～
９
月
に
お
こ

る
。
有
袋
栽
培
に
よ
り
感
染
を
抑

え
ら
れ
る
が
、
袋
掛
け
が
遅
れ
る

と
被
害
を
受
け
る
。「
ラ
・
フ
ラ

ン
ス
」な
ど
で
は
、袋
掛
け
は
梅
雨

入
り
前
に
終
了
す
る
よ
う
心
が
け

る
。袋
掛
け
が
遅
れ
る
場
合
に
は
、

被
袋
作
業
の
進
捗
に
防
除
の
タ
イ

ミ
ン
グ
を
合
わ
せ
る
と
と
も
に
、

丁
寧
な
散
布
を
心
が
け
る
。

○
か
き

ア
．
カ
キ
円
星
落
葉
病

葉
に
円
形
、
褐
色
の
病
斑
を
呈

し
、
多
発
年
に
は
早
期
落
葉
を
引

き
起
こ
す（
図
６
）。
前
年
の
落
葉

か
ら
飛
散
す
る
子
の
う
胞
子
が
本

病
の
伝
染
源
と
な
る
。
子
の
う
胞

子
は
５
月
下
旬
か
ら
７
月
下
旬
に

か
け
て
飛
散
す
る
。
薬
剤
防
除
は

６
月
上
旬
と
６
月
下
旬
の
２
回
、

ジ
マ
ン
ダ
イ
セ
ン
水
和
剤（
Ｆ
Ｒ

Ａ
Ｃ
コ
ー
ド
Ｍ
3
）、オ
ー
ソ
サ
イ

ド
水
和
剤（
Ｆ
Ｒ
Ａ
Ｃ
コ
ー
ド
Ｍ

4
）、
ス
コ
ア
顆
粒
水
和
剤（
Ｆ
Ｒ

Ａ
Ｃ
コ
ー
ド
３
）、ブ
ロ
ー
ダ
水
和

剤（
Ｆ
Ｒ
Ａ
Ｃ
コ
ー
ド
Ｍ
3
＋
３
）

な
ど
の
病
斑
形
成
阻
止
効
果
を
有

す
る
薬
剤
を
散
布
す
る
。
２
回
の

散
布
間
隔
が
狭
ま
る
と
防
除
効
果

が
劣
る
場
合
が
あ
る
の
で
注
意
す

る
。
散
布
む
ら
が
直
接
発
病
の
原

因
と
な
る
の
で
、
丁
寧
な
散
布
を

心
が
け
る
。

イ
．
カ
キ
炭
疽
病

例
年
、
南
信
地
域
の
一
部
で
発

病
が
見
ら
れ
て
お
り
、
令
和
６
年

は
被
害
が
多
か
っ
た（
図
７
）。
毎

年
被
害
が
発
生
す
る
園
地
で
は
、

６
～
７
月
の
円
星
落
葉
病
防
除
の

際
に
炭
疽
病
に
も
効
果
の
高
い
薬

剤（
オ
ー
ソ
サ
イ
ド
、
ブ
ロ
ー
ダ
、

ジ
マ
ン
ダ
イ
セ
ン
、
ペ
ン
コ
ゼ
ブ

な
ど
、い
ず
れ
も
水
和
剤
）を
選
択

し
、
散
布
間
隔
が
開
き
過
ぎ
な
い

よ
う
に
注
意
す
る
。
新
梢
で
は
６

月
頃
か
ら
、
果
実
で
は
７
月
以
降

に
発
病
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
。
発
病
が
認
め
ら
れ
た
園
地
で

は
、二
次
感
染
源
と
な
る
り
病
枝
、

り
病
果
を
除
去
す
る
と
と
も
に
、

７
月
以
降
も
防
除
を
実
施
す
る
。

○
う
め

ア
．
ウ
メ
か
い
よ
う
病

令
和
２
年
は
一
部
の
園
地
で
本

病
の
発
生
が
問
題
と
な
っ
た（
図

８
）。
こ
の
年
は
平
年
よ
り
も
生

育
が
早
く
、
１
回
目
の
防
除
が
遅

れ
た
こ
と
が
原
因
と
考
え
ら
れ

る
。
展
葉
初
期
～
４
月
下
旬
に
マ

イ
コ
シ
ー
ル
ド（
Ｆ
Ｒ
Ａ
Ｃ
コ
ー

ド
41
）な
ど
を
散
布
す
る
。

イ
．
ウ
メ
黒
星
病

春
先
、
枝
上
に
形
成
さ
れ
た
病

斑
の
組
織
内
部
に
胞
子
が
形
成
さ

れ
、
雨
水
で
胞
子
が
流
れ
て
感
染

が
広
が
る
。
果
実
の
発
病
は
品
質

低
下
に
直
結
す
る
た
め
、
う
め
の

重
要
病
害
と
な
っ
て
い
る
。

薬
剤
防
除
は
、
５
月
以
降
も
散

布
間
隔
が
開
き
過
ぎ
な
い
よ
う
注

意
す
る
。
果
実
で
の
潜
伏
期
間
は

約
30
日
と
長
く
、
発
病
が
認
め
ら

れ
て
か
ら
防
除
を
し
て
も
間
に
合

わ
な
い
。

【
虫
害
】

ア
．
ナ
シ
ヒ
メ
シ
ン
ク
イ

県
内
の
な
し
産
地
で
発
生
す
る

シ
ン
ク
イ
ム
シ
類
の
主
要
種
は
、

ナ
シ
ヒ
メ
シ
ン
ク
イ
で
あ
る
。
樹

上
の
樹
皮
の
隙
間
な
ど
で
越
冬
し

て
い
た
終
齢
幼
虫
は
、
春
先
に
蛹

５
月
～
８
月
の
病
害
虫
対
策

南
信
農
業
試
験
場
　
研
　
究
　
員
　
萬
田
　
等（
病
害
）

主
任
研
究
院
　
福
田
　
勉（
虫
害
）

な
し
・
か
き
・
う
め

な
し
・
か
き
・
う
め

当

面

の

技

術

図２　ナシ黒星病子のう胞子の飛散消長（令和６年）

図１　ナシ黒星病（「幸水」の葉、幼果）

図３　殺菌剤無散布の「幸水」樹におけるナシ黒星病の発病推移（令和６年）
左：１樹30果そうの全葉　右：１樹棚面の全果

図４　ナシ黒斑病（「二十世紀」の果実）
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化
、
羽
化
を
経
て
成
虫
と
な
り
、も

も
や
う
め
の
新
梢
に
産
卵
す
る
。

卵
か
ら
ふ
化
し
た
幼
虫
は
新
梢
先

端
部
を
食
害
し
、
芯
折
れ
を
発
生

さ
せ
る
。

防
除
適
期
は
標
高
６
０
０
ｍ
以

下
で
は
５
月
上
旬
、
７
０
０
ｍ
以

上
で
は
５
月
中
旬
と
予
測
さ
れ

る
。
発
生
が
多
い
場
合
は
、
な
し

に
お
い
て
も
６
月
中
下
旬
か
ら
２

週
間
間
隔
の
防
除
が
必
要
で
あ

る
。
な
し
に
お
け
る
本
種
の
主
な

加
害
時
期
は
７
月
下
旬
か
ら
９
月

上
旬
で
、
こ
の
時
期
に
多
発
が
予

想
さ
れ
る
場
合
に
は
散
布
間
隔
を

10
日
以
上
空
け
な
い
。

本
種
に
よ
る
被
害
は
果
実
の
成

熟
期
が
近
づ
く
と
増
え
る
。
近
年

は
温
暖
化
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、

８
月
中
旬
以
降
の
発
生
量
が
多

く
、
９
月
中
旬
頃
ま
で
飛
来
が
続

く
場
合
が
多
い
。
フ
ェ
ロ
モ
ン
ト

ラ
ッ
プ
の
誘
殺
情
報
に
注
意
す
る

と
と
も
に
、
防
除
の
打
ち
切
り
後

に
被
害
が
発
生
し
な
い
よ
う
注
意

す
る
。

ク
モ
ヘ
リ
カ
メ
ム
シ

【
発
生
生
態
と
被
害
】

ク
モ
ヘ
リ
カ
メ
ム
シ
は
、
斑
点

米
カ
メ
ム
シ
類
の
一
種
で
、
県
内

で
は
南
信
州
地
域
で
本
種
に
よ
る

被
害
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
成

虫
の
体
長
は
16
㎜
前
後
で
、
斑
点

米
カ
メ
ム
シ
類
の
中
で
は
大
型
種

イ
．
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
類

近
年
、
色
々
な
果
樹
で
様
々
な

種
が
発
生
し
、
な
し
、
か
き
、
う
め

と
も
に
被
害
が
問
題
と
な
っ
て
い

る
。
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
類
の
効
果
的

な
防
除
時
期
は
、
若
齢
幼
虫
期
に

限
ら
れ
る
。
若
齢
幼
虫
期
は
発
生

種
に
よ
り
異
な
る
の
で
、
種
を
見

極
め
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
発

生
が
多
い
場
所
は
、
散
布
む
ら
や

死
角
と
な
る
部
分
に
薬
液
が
到
達

し
て
い
な
い
場
合
が
多
い
。
特
に

棚
の
支
柱
や
園
地
の
境
界
付
近
な

ど
、
防
除
の
死
角
と
な
る
場
所
は

注
意
が
必
要
で
あ
る
。
園
内
を
良

く
観
察
し
、
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
類
が

多
発
し
て
い
る
場
所
で
は
、
薬
液

が
か
か
り
や
す
い
樹
形
と
な
る
よ

う
管
理
す
る
と
と
も
に
、
丁
寧
な

散
布
を
心
掛
け
る
。

に
分
類
さ
れ
る（
図
１
、
２
）。
水

田
周
辺
の
メ
ヒ
シ
バ
、
エ
ノ
コ
ロ

グ
サ
、
ヒ
エ
類
な
ど
の
イ
ネ
科
雑

草
で
増
殖
し
、
出
穂
期
以
降
に
水

田
に
侵
入
し
た
成
虫
が
穂
を
吸
汁

加
害
す
る
と
も
に
、
イ
ネ
の
葉
や

穂
に
産
卵
す
る
。
卵
は
約
１
週
間

で
ふ
化
し
、
幼
虫
も
イ
ネ
の
穂
を

吸
汁
加
害
し
な
が
ら
成
長
す
る
。

本
種
に
よ
る
被
害
は
、
不
稔
粒

や
し
い
な
粒
の
発
生
に
よ
る
収
量

減
及
び
斑
点
米
の
発
生
に
よ
る
品

質
の
低
下
で
あ
る
。
出
穂
期
～
乳

熟
期
頃
に
吸
汁
被
害
を
受
け
る
と
、

不
稔
粒
や
し
い
な
粒
と
な
る
。
さ

ら
に
、乳
熟
期
以
降
の
加
害
で
は
吸

汁
痕
の
周
り
が
褐
変
あ
る
い
は
斑

紋
と
な
る
斑
点
米
が
発
生
す
る
。

発
生
予
察
調
査
や
現
地
調
査
の

結
果
か
ら
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
南
信

州
地
域
及
び
木
曽
地
域
の
一
部
に

分
布
・
定
着
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
、特
に
南
信
州
地
域
に
お
け
る
斑

点
米
被
害
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

【
防
除
】

ク
モ
ヘ
リ
カ
メ
ム
シ
の
防
除
対

策
と
し
て
、
令
和
６
年
度
第
２
回

普
及
に
移
す
農
業
技
術（
試
行
技

の
約
４
週
間
後
の
７
月
中
下
旬
で

あ
る
。
本
種
の
場
合
は
、
樹
体
の

生
育
の
早
晩
と
ふ
化
時
期
の
早
晩

が
一
致
し
な
い
場
合
が
あ
る
。
こ

の
た
め
、
フ
ェ
ロ
モ
ン
ト
ラ
ッ
プ

に
よ
り
、
越
冬
世
代
雄
成
虫
の
発

生
消
長
を
確
認
す
る
必
要
が
あ

る
。
６
月
上
旬
頃
、
南
信
農
業
試

験
場
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
予
測
ふ

化
時
期
を
掲
載
す
る
の
で
、
参
考

に
し
て
頂
き
た
い
。

８
月
の
第
２
世
代
以
降
は
、
発

育
ス
テ
ー
ジ
が
混
在
す
る
よ
う
に

な
り
、枝
葉
も
大
き
く
な
る
た
め
、

防
除
が
難
し
く
な
る
。
殺
虫
剤
の

散
布
に
よ
る
防
除
は
、
越
冬
世
代

を
対
象
と
し
た
休
眠
期
か
ら
発
芽

期
防
除
の
防
除
と
、
第
１
世
代
を

対
象
と
し
た
６
月
中
旬
と
７
月
中

下
旬
の
２
回
の
防
除
を
基
本
と
し

術
）
に
て
、「
ク
モ
ヘ
リ
カ
メ
ム
シ

発
生
地
域
に
お
け
る
水
稲
の
斑
点

米
抑
制
に
有
効
な
防
除
対
策
」
を

公
表
し
た
。
本
技
術
の
概
要
を
中

心
に
紹
介
す
る
。

ク
モ
ヘ
リ
カ
メ
ム
シ
発
生
地

域
で
の
現
地
防
除
試
験
の
結
果
、

茎
葉
散
布
剤
の
う
ち
、
エ
ク
シ
ー

ド
フ
ロ
ア
ブ
ル
、
キ
ラ
ッ
プ
フ
ロ

ア
ブ
ル
ま
た
は
ス
タ
ー
ク
ル
液
剤

10
の
い
ず
れ
か
２
回
散
布
の
斑
点

米
抑
制
効
果
が
比
較
的
高
か
っ
た

が
、
い
ず
れ
の
薬
剤
と
も
１
回
散

布
で
は
十
分
な
斑
点
米
抑
制
効
果

が
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
エ

ミ
リ
ア
フ
ロ
ア
ブ
ル
の
２
回
散
布

は
斑
点
米
抑
制
効
果
が
劣
る
事
例

が
認
め
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
粒
剤

等
の
水
面
施
用
剤
は
、
斑
点
米
抑

制
効
果
は
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、

前
述
の
茎
葉
散
布
剤
と
比
較
す
る

と
や
や
劣
る
防
除
効
果
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
ク
モ
ヘ

リ
カ
メ
ム
シ
に
よ
る
斑
点
米
被
害

が
多
発
す
る
地
域
で
は
、
エ
ク
シ

ー
ド
フ
ロ
ア
ブ
ル
、
キ
ラ
ッ
プ
フ

ロ
ア
ブ
ル
ま
た
は
ス
タ
ー
ク
ル
液

剤
10
の
う
ち
、
異
な
る
２
剤
を
組

み
合
わ
せ
た
２
回
の
薬
剤
防
除
を

実
施
す
る
。
な
お
、
エ
ミ
リ
ア
フ

ロ
ア
ブ
ル
を
使
用
す
る
場
合
は
、

前
述
の
茎
葉
散
布
剤
と
組
み
合
わ

せ
た
防
除
体
系
と
す
る
。

薬
剤
散
布
時
期
は
、
①
成
虫
飛

来
期
の
穂
揃
期
頃
の
散
布
で
成
虫

密
度
の
低
下
と
産
卵
数
の
減
少

て
、重
点
的
に
実
施
す
る
。

④
う
め
の
ウ
メ
シ
ロ
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ

休
眠
期
の
防
除
が
重
要
で
あ

る
。
ま
た
、
第
１
世
代
の
幼
虫
ふ

化
盛
期
は
５
月
中
旬
で
あ
り
、
発

生
が
多
い
場
合
は
、
ブ
ラ
シ
で
擦

り
落
と
す
な
ど
の
物
理
的
な
対
策

も
組
み
合
わ
せ
る
。
ま
た
、
ふ
化

時
期
の
異
な
る
ク
ワ
シ
ロ
カ
イ
ガ

ラ
ム
シ
が
発
生
し
て
い
る
可
能
性

も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
種
は
肉
眼
で

は
判
別
で
き
な
い
の
で
、
指
導
機

関
に
相
談
し
て
欲
し
い
。

ウ
．
ハ
ダ
ニ
類

な
し
で
は
、ナ
ミ
ハ
ダ
ニ
、カ
ン

ザ
ワ
ハ
ダ
ニ
、
リ
ン
ゴ
ハ
ダ
ニ
な

ど
が
発
生
し
、
近
年
は
特
に
ナ
ミ

ハ
ダ
ニ
に
よ
る
被
害
が
目
立
つ
。

発
生
初
期
と
梅
雨
明
け
直
後
の
防

除
が
基
本
で
あ
る
が
、
天
候
に
よ

っ
て
は
初
発
時
期
が
前
後
す
る
。

な
し
で
は
主
枝
分
岐
部
付
近
の
徒

長
枝
や
、
改
植
し
た
若
木
な
ど
で

発
生
が
早
い
傾
向
が
あ
る
。
ナ
ミ

ハ
ダ
ニ
は
高
温
乾
燥
を
好
む
た

め
、
日
当
た
り
が
良
く
気
温
が
高

く
乾
燥
気
味
な
場
所
は
、
初
発
が

早
い
傾
向
が
あ
る
。
舗
装
さ
れ
た

道
路
沿
い
や
石
垣
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
付
近
な
ど
、
ほ
場
内
で
も
発

生
し
や
す
い
場
所
が
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
場
所
を
把
握
し
、
定
期
的

に
観
察
し
て
い
る
と
早
期
に
対

応
で
き
る
。
ハ
ダ
ニ
類
は
、
薬
剤

感
受
性
の
低
下
が
特
に
生
じ
や
す

い
。
殺
ダ
ニ
剤
の
散
布
数
日
後
に

葉
裏
を
ル
ー
ペ
で
観
察
し
、
防
除

効
果
を
確
認
す
る
。
殺
卵
性
が
期

待
さ
れ
る
薬
剤
の
場
合
は
、
１
週

間
程
度
後
に
、
ふ
化
幼
虫
の
発
生

有
無
で
効
果
を
確
認
す
る
。ま
た
、

同
一
系
統（
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｃ
コ
ー
ド
）の

殺
ダ
ニ
剤
の
使
用
は
年
１
回
と

し
、
前
年
最
後
に
散
布
し
た
殺
ダ

ニ
剤
と
、
本
年
最
初
に
散
布
す
る

殺
ダ
ニ
剤
が
同
一
系
統
と
な
ら
な

い
よ
う
に
注
意
す
る
。

（
注
）
紙
面
の
都
合
上
、
本
文
中
に

掲
載
し
た
農
薬
の
登
録
情
報
は
省

略
し
た
。
農
薬
の
使
用
に
際
し
て

は
、
必
ず
最
新
の
登
録
情
報
を
確

認
す
る
こ
と
。

を
図
り
、
②
幼
虫
の
ふ
化
期
～
若

齢
期
の
乳
熟
期
頃
の
散
布
で
幼
虫

密
度
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
を
目
的

に
、
１
回
目
は
穂
揃
期
か
ら
出
穂

10
日
後
頃
、
２
回
目
は
１
回
目
の

７
～
10
日
後
頃
を
目
安
と
す
る
。

耕
種
的
防
除
と
し
て
は
、
侵
入

源
と
な
る
畦
畔
や
休
耕
田
の
雑
草

管
理
を
徹
底
し
、
本
種
の
密
度
を

低
く
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

た
だ
し
、
出
穂
直
前
に
実
施
す
る

と
カ
メ
ム
シ
を
水
田
に
追
い
や
る

こ
と
に
な
る
の
で
、
出
穂
２
週
間

前
ま
で
に
行
う
。

（
農
業
試
験
場
　
阿
曾
和
基
）

な
る
６
月
中
旬
で
あ
る
。
園
地
の

周
縁
部
や
、棚
の
支
柱
の
陰
な
ど
、

防
除
の
死
角
で
特
に
発
生
し
や
す

い
の
で
注
意
す
る
。

②
な
し
の
ク
ワ
コ
ナ
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ

粗
皮
下
に
産
下
さ
れ
、
卵
態
で

越
冬
す
る
。
越
冬
卵
の
ふ
化
は
５

月
中
旬
か
ら
始
ま
り
、
完
了
期
は

５
月
下
旬
か
ら
６
月
上
旬
で
あ
る

が
、春
先
の
気
温
が
高
い
年
は
、ふ

化
時
期
が
早
ま
る
こ
と
が
あ
る
。

防
除
は
ふ
化
完
了
期
に
行
う
。
多

発
園
で
は
７
月
上
中
旬
に
も
防
除

す
る
必
要
が
あ
る
。

③
か
き
の
フ
ジ
コ
ナ
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ

粗
皮
下
で
、
主
に
２
齢
幼
虫
で

越
冬
す
る
。
越
冬
後
、次
世
代（
第

１
世
代
）
の
幼
虫
ふ
化
時
期
は
６

月
中
旬
か
ら
７
月
上
中
旬
で
あ

り
、
防
除
適
期
は
６
月
下
旬
と
そ

図５　ナシ輪紋病
（「オーロラ」の果実）

図６　カキ円星落葉病
（「市田柿」の葉、岩波靖彦原図）

図７　カキ炭疽病（「市田柿」の果実）

図８　ウメかいよう病（「竜峡小梅」の果実）

害

虫

の

は

な

し

図
１
　
ク
モ
ヘ
リ
カ
メ
ム
シ
成
虫

図
２
　
同
幼
虫

①
な
し
の
ナ
シ

マ
ル
カ
イ
ガ
ラ

ム
シ防

除
適
期
は

第
１
世
代
幼
虫

が
ふ
化
盛
期
と

ししぶぶとといいハハダダニニははササララババででごござざるる！！

虫虫ににもも病病気気ににもも効効くく新新タタイイププのの殺殺虫虫剤剤！！

カカイイガガララムムシシ類類・・チチョョウウ目目害害虫虫防防除除にに！！

フフロロアアブブルル

パパワワフフルルフフルルーーツツ殺殺菌菌剤剤！！

新新規規系系統統ののううどどんんここ病病防防除除剤剤
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【
病
害
】

○
ア
ブ
ラ
ナ
科
野
菜
の
黒
斑
細
菌
病

ア
ブ
ラ
ナ
科
野
菜
の
黒
斑
細
菌

病
は
主
に
葉
に
大
型
の
黒
色
病

斑
を
形
成
す
る
病
害
で
あ
り
、
育

苗
期
か
ら
収
穫
期
ま
で
、
ど
の
生

育
ス
テ
ー
ジ
で
も
発
生
し
ま
す
。

病
原
菌
は
発
病
し
た
葉
か
ら
降
雨

に
よ
り
周
囲
の
株
に
二
次
伝
染

し
、
ほ
場
全
体
に
蔓
延
し
て
い
き

ま
す
。
本
病
が
ほ
場
で
多
発
し
て

し
ま
っ
て
か
ら
で
は
、
有
効
な
対

策
は
な
く
、
発
生
さ
せ
な
い
よ
う

に
予
防
的
に
防
除
す
る
こ
と
が
基

本
と
な
り
ま
す
。
防
除
対
策
と
し

て
、
発
病
し
た
苗
お
よ
び
株
の
早

期
発
見
・
除
去
、
黒
斑
細
菌
病
に

か
か
り
に
く
い
品
種
の
作
付
け
が

特
に
重
要
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら

の
対
策
を
実
施
し
た
う
え
で
、
薬

剤
防
除
を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

薬
剤
に
よ
る
防
除
方
法
と
し
て
、

定
植
か
ら
結
球
始
期
の
重
点
防
除

時
期
は
効
果
の
高
い
薬
剤
を
定
期

的
に
散
布
し
、
そ
れ
以
降
は
薬
害

の
発
生
リ
ス
ク
の
低
い
薬
剤
に
よ

る
防
除
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
ま
で
の
試
験
研
究
か
ら
得

ら
れ
た
黒
斑
細
菌
病
の
病
徴
、
本

病
の
発
病
サ
イ
ク
ル
、
本
病
菌
の

簡
易
診
断
技
術
、
発
病
の
品
種
間

差
、
防
除
薬
剤
な
ど
に
関
す
る
情

報
を
体
系
化
し
た
「
ア
ブ
ラ
ナ
科

野
菜
の
黒
斑
細
菌
病
防
除
指
針

（V
e
r
.2

）
」
を
作
成
し
、
長
野
県

農
業
試
験
場
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
表
し
て
い
る
の
で
、
参
考
に
し

て
く
だ
さ
い（https:/

/
w

w
w

.
a
g
ries-n

a
g
a
n
o
.jp

/
w

p
/

w
p
-

content/
uploads/

2023/
03/

m
anualv2-.pdf

）。

○
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
茎
枯
病

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
生
産
上
、
大

き
な
障
害
と
な
っ
て
い
る
の
が
茎

枯
病
で
す
。
本
病
は
茎
に
灰
白
色

で
細
長
い
病
斑
を
形
成
し
、
茎
を

枯
ら
し
ま
す
。
病
斑
上
に
小
さ
な

黒
い
粒
を
形
成
す
る
の
が
特
徴
で

す
。
本
病
は
、
降
雨
に
よ
っ
て
分

生
子
が
飛
散
し
、
感
染
が
広
が
っ

て
い
く
た
め
、
降
雨
が
発
生
を
助

長
し
ま
す
。
ま
た
、
病
原
菌
は
病

斑
内
で
越
冬
し
、
翌
年
の
伝
染
源

と
な
る
た
め
、
発
病
茎
を
ほ
場
に

放
置
し
た
ま
ま
だ
と
翌
年
も
発
病

し
や
す
く
、
発
病
時
期
も
早
ま
り

ま
す
。
防
除
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
と

し
て
は
、
伝
染
源
を
な
く
す
た
め

ほ
場
内
の
残
茎
の
抜
き
取
り
片
付

け
を
徹
底
し
ま
す
。
ま
た
感
染
機

会
を
な
く
す
た
め
、
雨
よ
け
栽
培

を
行
い
、
降
雨
に
よ
る
伝
染
を
防

ぎ
ま
す
。
そ
し
て
、
病
原
菌
が
ア

ス
パ
ラ
ガ
ス
の
若
茎
に
最
も
感

染
し
や
す
い
重
点
防
除
時
期（
立

茎
開
始
か
ら
概
ね
１
ヵ
月
程
度
）

に
効
果
の
高
い
薬
剤
を
散
布
し
ま

す
。
本
病
は
難
防
除
病
害
で
あ
り
、

一
つ
の
対
策
だ
け
で
な
く
、複
数
の

対
策
を
組
み
合
わ
せ
て
、
総
合
的

に
防
除
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
本
病
の
発
生
に
留
意

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
虫
害
】

気
温
が
上
昇
し
始
め
る
５
、
６

月
は
多
く
の
害
虫
の
動
き
が
活
発

に
な
る
時
期
で
あ
る
。
こ
の
時
期

の
防
除
は
盛
夏
期
の
害
虫
の
密
度

に
直
結
す
る
た
め
、
主
要
害
虫
の

特
徴
を
再
確
認
し
、
確
実
な
防
除

に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

○
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類

５
月
中
～
下
旬
に
な
る
と
野
外

で
の
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
の
密
度
が
急

激
に
上
昇
し
、
そ
れ
に
伴
っ
て
栽

培
ほ
場
や
施
設
へ
の
飛
び
込
み

も
増
加
す
る
。
特
に
、
ほ
場
周
辺

に
ハ
ナ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
が
好
む
シ

ロ
ツ
メ
ク
サ
や
タ
ン
ポ
ポ
な
ど
が

花
を
咲
か
せ
て
い
る
場
合
は
、
ミ

カ
ン
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
、
ヒ
ラ

ズ
ハ
ナ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
が
増
え
や
す

い
。
除
草
す
る
な
ど
の
対
策
を
と

り
、
ほ
場
や
施
設
内
で
の
発
生
に

注
意
す
る
。
発
生
の
把
握
に
は
作

物
の
葉
や
花
を
よ
く
観
察
す
る
ほ

か
、
有
色
の
粘
着
板
等
を
使
う
。

有
色
粘
着
板
は
、
ネ
ギ
ア
ザ
ミ
ウ

マ
と
ミ
カ
ン
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ

に
は
黄
色
、
ヒ
ラ
ズ
ハ
ナ
ア
ザ
ミ

ウ
マ
に
は
青
色
が
適
す
る
。

ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
は
成
長
が
早
く

増
殖
能
力
が
高
い
た
め
、
ほ
場
内

で
増
殖
し
て
し
ま
う
と
防
除
が
難

し
い
。
ま
た
、
近
年
は
殺
虫
剤
に

対
す
る
感
受
性
の
低
下
が
各
地
で

報
告
さ
れ
て
い
る
。
薬
剤
抵
抗
性

の
発
達
を
抑
え
る
た
め
に
も
、
発

生
初
期
の
防
除
を
徹
底
す
る
と
と

も
に
、
周
辺
の
環
境
整
備
や
侵
入

抑
制
、物
理
的
、生
物
的
防
除
を
組

み
合
わ
せ
た
総
合
防
除
の
導
入
が

必
要
で
あ
る
。

生
物
的
防
除
の
一
つ
と
し
て
、

施
設
栽
培
ピ
ー
マ
ン（
カ
ラ
ー
ピ

ー
マ
ン
を
含
む
）、夏
秋
ど
り
い
ち

ご
に
お
け
る
ス
ワ
ル
ス
キ
ー
カ
ブ

リ
ダ
ニ
剤
を
利
用
し
た
技
術
に
つ

い
て
効
果
が
確
認
さ
れ
て
い
る
の

で
併
せ
て
検
討
い
た
だ
き
た
い

（
平
成
27
年
度
普
及
技
術
、令
和
４

年
度
技
術
情
報
）。

○
ウ
ワ
バ
類

本
県
の
葉
菜
類
で
主
に
問
題
と

な
る
タ
マ
ナ
ギ
ン
ウ
ワ
バ
は
、
例

年
４
月
下
旬
か
ら
５
月
中
旬
に
か

け
て
成
虫
の
発
生
が
増
加
し
、
以

後
は
10
月
末
ご
ろ
ま
で
発
生
が
続

触
型
茎
葉
処
理
剤
」
を
使
用
し
た

方
が
深
刻
な
薬
害
が
発
生
し
に
く

い
。
即
効
的
で
あ
り
、
早
い
も
の

で
は
散
布
翌
日
に
は
効
果
が
現
れ

る
。
効
果
を
高
め
る
た
め
に
は
、

日
照
の
少
な
い
曇
天
時
や
夕
方
に

使
用
す
る
と
と
も
に
、
雑
草
全
体

に
よ
く
か
か
る
よ
う
に
散
布
す
る
。

「
土
壌
処
理
剤
」
は
、
土
壌
表
面

に
処
理
層
を
作
っ
て
留
ま
り
、
発

芽
し
て
く
る
雑
草
に
作
用
し
、
抑

草
す
る
除
草
剤
で
あ
る
。
す
で
に

発
生
し
て
い
る
雑
草
へ
の
効
果
は

期
待
で
き
な
い
。
土
壌
中
に
残
留

す
る
期
間
が
長
い
も
の
が
多
く
、

効
果
の
持
続
期
間
も
長
い
。
果
樹

で
の
使
用
例
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な

か
ら
、
天
候
も
散
布
時
期
決
定
に

は
重
要
で
あ
る
。

薬
剤
の
選
択

「
吸
収
移
行
型
茎
葉
処
理
剤
」の

特
徴
は
、
茎
葉
に
付
着
し
た
有
効

成
分
が
吸
収
移
行
し
、
根
を
含
め

て
雑
草
全
体
を
枯
ら
す
。
効
果
の

発
現
ま
で
は
７
～
14
日
程
度
か
か

る
の
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
比
較

的
、
効
果
発
現
の
早
い
剤
も
発
売

さ
れ
て
い
る
。
薬
液
は
土
壌
に
触

れ
る
と
不
活
性
化
す
る
た
め
、
根

か
ら
の
吸
収
に
よ
る
薬
害
は
起
こ

り
に
く
い
が
、
果
樹
の
茎
葉
や
ひ

こ
ば
え
に
付
着
す
る
と
吸
収
移
行

し
て
樹
に
影
響
が
出
る
こ
と
が
あ

る
の
で
、
茎
葉
や
ひ
こ
ば
え
に
飛

散
し
な
い
よ
う
、
散
布
ノ
ズ
ル
の

種
類
や
散
布
圧
は
注
意
が
必
要
で

あ
る
。

「
接
触
型
茎
葉
処
理
剤
」
は
、
基

本
的
に
薬
液
の
か
か
っ
た
部
分

し
か
枯
れ
な
い
の
で
、
根
は
生
き

残
る
こ
と
が
多
い
。
こ
の
た
め
、

土
手
等
の
土
壌
の
流
亡
や
崩
れ
を

起
こ
し
や
す
い
場
所
で
は「
接
触

型
茎
葉
処
理
剤
」
を
使
用
す
る
。

な
お
、樹
幹
周
辺
の
除
草
に
は「
接

り
ん
ご
高
密
植
栽
培
で
は
栽
植

密
度
が
高
く
、樹
幹
の
周
囲
、棚
栽

培
の
柱
ま
わ
り
や
外
周
等
の
雑
草

管
理
が
、
乗
用
草
刈
機
や
刈
払
機

で
は
難
し
い
た
め
、
除
草
剤
を
使

用
す
る
機
会
が
増
え
て
い
る
。
省

力
化
の
た
め
に
も
除
草
剤
を
賢
く

使
用
し
た
い
。

除
草
剤
利
用
の
基
本

除
草
剤
の
効
果
を
得
る
に
は
、

雑
草
の
種
類（
一
年
生
雑
草
、多
年

生
雑
草
等
）
や
雑
草
の
生
育
ス
テ

ー
ジ
等
、
ほ
場
に
発
生
し
て
い
る

雑
草
を
観
察
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。
降
雨
の
有
無
、気
温
、土
質

等
に
よ
り
、
効
果
に
差
が
現
れ
る

の
で
、
ラ
ベ
ル
に
記
載
さ
れ
て
い

る
登
録
内
容（
作
物
名
、
使
用
量
、

使
用
方
法
、使
用
時
期
等
）や
注
意

事
項（
展
着
剤
加
用
の
必
要
性
等
）

を
確
認
し
、
除
草
剤
の
特
性
を
把

握
す
る
。

例
え
ば
、
雑
草
の
種
類
は
使
用

す
る
剤
や
使
用
濃
度
の
選
択
の
際

に
重
要
な
項
目
と
な
る
。
ま
た
、

使
用
時
期
を
決
め
る
の
に
草
丈
は

重
要
で
あ
る
。
こ
の
他
、
処
理
後

に
降
雨
は
な
い
ほ
う
が
良
い
こ
と

く
。
卵
は
卵
塊
で
は
な
く
、
葉
裏

に
一
つ
ず
つ
産
む
。
大
型
の
チ
ョ

ウ
目
害
虫
で
あ
る
た
め
１
頭
あ
た

り
の
摂
食
量
が
多
く
、
多
発
し
た

場
合
は
被
害
が
大
き
く
な
り
や
す

い
。
結
球
野
菜
で
は
固
い
外
葉
の

裏
な
ど
に
生
息
す
る
こ
と
が
多
い

た
め
、
浸
透
移
行
性
の
低
い
薬
剤

で
は
十
分
に
防
除
で
き
な
い
可
能

性
が
あ
る
。
定
植
時
の
粒
剤
や
苗

へ
の
潅
注
処
理
剤
も
利
用
し
、
効

率
的
な
防
除
を
心
が
け
た
い
。

○
コ
ナ
ガ

初
発
は
標
高
に
よ
り
３
月
下
旬

～
５
月
下
旬
と
幅
が
あ
る
が
、
中

信
地
域
で
は
５
月
中
旬
頃
か
ら
成

虫
の
発
生
が
増
加
し
始
め
る
。
摂

食
量
が
多
く
甚
大
な
被
害
を
も
た

い
が
、「
接
触
型
茎
葉
処
理
剤
」
と

組
み
合
わ
せ
て
ほ
場
の
周
縁
等
を

長
期
間
抑
草
し
た
い
場
合
に
有
効

で
あ
る
。使
用
上
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

土
壌
が
や
や
湿
っ
た
状
態
の
時
に

処
理
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、

雑
草
発
生
前
に
処
理
し
、
処
理
後

は
耕
起
し
な
い
こ
と
も
重
要
で
あ

る
。
も
し
、
処
理
前
に
雑
草
の
発

生
が
あ
れ
ば
、「
接
触
型
茎
葉
処
理

剤
」と
併
用
す
る
と
良
い
。

登
録
内
容
の
遵
守

実
際
の
使
用
に
あ
た
っ
て
は
ほ

場
で
の
雑
草
の
発
生
状
況
や
最
新

の
農
薬
登
録
情
報
を
確
認
し
、
適

切
な
処
理
を
行
う
。

ら
す
の
は
終
齢
期
の
４
齢
幼
虫
で

あ
る
が
、
４
齢
幼
虫
は
殺
虫
剤
に

対
す
る
感
受
性
が
低
い
。
そ
の
た

め
若
齢
期
の
う
ち
に
薬
剤
散
布
を

実
施
し
、効
果
的
に
防
除
し
た
い
。

特
に
、
５
月
中
旬
以
降
に
ア
ブ
ラ

ナ
科
作
物
を
定
植
す
る
場
合
は
、

定
植
直
後
か
ら
被
害
を
受
け
る
可

能
性
が
あ
る
た
め
、
定
植
時
に
苗

へ
の
潅
注
処
理
剤
を
使
用
し
て
お

く
こ
と
が
望
ま
し
い
。
ま
た
、
世

代
更
新
が
早
く
薬
剤
へ
の
感
受
性

が
低
下
し
や
す
い
た
め
、
作
用
機

構
の
異
な
る
剤
に
よ
る
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
防
除
を
徹
底
す
る
。
ほ
場

周
辺
の
ア
ブ
ラ
ナ
科
雑
草
に
も
生

息
す
る
た
め
、
周
囲
の
環
境
に
も

注
意
を
払
う
。

畦
間
に
発
生
す
る
雑
草
に
対
し
除

草
剤
の
土
壌
処
理
・
雑
草
茎
葉
処

理
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
よ
り
抑

草
効
果
が
長
く
持
続
し
、
多
く
の

草
種
に
効
果
の
高
い
除
草
剤
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
背

景
の
も
と
、
本
試
験
で
は
一
年
生

の
イ
ネ
科
雑
草
お
よ
び
広
葉
雑
草

に
高
い
効
果
を
示
す
と
さ
れ
る
ダ

イ
ロ
ン
ゾ
ル
を
な
が
い
も
の
萌
芽

前
と
生
育
期
の
２
回
体
系
処
理
を

行
い
、
除
草
効
果
及
び
な
が
い
も

の
薬
害
有
無
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

６
月
４
日
に
種
い
も
の
植
え
付

け
を
行
っ
た
後
、
６
月
19
日（
萌

芽
前
）
に
展
示
区
に
は
ダ
イ
ロ
ン

ゾ
ル
の
土
壌
全
面
散
布（
使
用
量

２
０
０
ml
／
10
ａ
、
散
布
水
量

１
０
０
Ｌ
／
10
ａ
）を
行
い
、地
域

慣
行
剤
を
散
布
し
た
対
照
区
及
び

無
処
理
区
と
の
比
較
を
行
っ
た
。

処
理
21
日
後
に
雑
草
調
査
を
行
っ

た
結
果
、
無
処
理
区
で
は
ス
ベ
リ

ヒ
ユ
や
ゴ
ウ
シ
ュ
ウ
ア
リ
タ
ソ
ウ

等
の
発
生
が
み
ら
れ
た
の
に
対

し
、
展
示
区
及
び
対
照
区
で
は
雑

草
の
発
生
は
重
量
で
無
処
理
区
対

比
13
％
以
下
に
抑
え
ら
れ
、
抑
草

効
果
が
認
め
ら
れ
た
。
但
し
、
本

試
験
で
は
抑
草
期
間
が
20
日
程
度

と
比
較
的
短
か
っ
た
が
、
こ
れ
は

処
理
４
日
後
に
41
・
５
㎜
の
降
雨

が
あ
っ
た
こ
と
で
処
理
層
が
崩
れ

て
し
ま
っ
た
こ
と
等
が
要
因
と
し

て
考
え
ら
れ
た
。

２
回
目
の
処
理
は
な
が
い
も
が

萌
芽
し
つ
る
の
伸
長
が
進
ん
だ
７

月
10
日
に
、１
回
目
と
同
じ
薬
剤
、

薬
量
を
雑
草
茎
葉
散
布（
畦
間
処

理
）し
た
。
２
回
目
処
理
の
12
日
後

に
雑
草
調
査
を
行
っ
た
結
果
、無
処

理
区
で
は
ス
ベ
リ
ヒ
ユ
、ゴ
ウ
シ
ュ

ウ
ア
リ
タ
ソ
ウ
、ナ
ズ
ナ
が
多
発
生

し
て
い
た
の
に
対
し
、展
示
区
及
び

対
照
区
の
雑
草
の
発
生
は
重
量
で

無
処
理
区
対
比
１
％
未
満
に
抑
え

ら
れ
、ダ
イ
ロ
ン
ゾ
ル
は
対
照
剤
と

同
等
の
高
い
除
草
効
果
が
認
め
ら

れ
た
。
ま
た
、ダ
イ
ロ
ン
ゾ
ル
の
抑

草
期
間
は
達
観
で
２
回
目
処
理
後

35
日
程
度
確
認
さ
れ
、
対
照
薬
剤

に
比
べ
長
か
っ
た
。
な
が
い
も
へ

の
薬
害
は
認
め
ら
れ
ず
、７
月
10
日

（
１
回
目
処
理
21
日
後
）の
な
が
い

も
の
つ
る
数
及
び
草
丈
は
展
示
区
、

対
照
区
及
び
無
処
理
区
で
同
等
で

あ
り
、生
育
へ
の
悪
影
響
も
認
め
ら

れ
な
か
っ
た
。

こ
れ
ら
か
ら
、
ダ
イ
ロ
ン
ゾ
ル

は
な
が
い
も
の
植
付
後
萌
芽
前
の

土
壌
全
面
散
布
及
び
生
育
期
に
お

け
る
雑
草
茎
葉
散
布（
畦
間
処
理
）

で
使
用
で
き
る
除
草
剤
と
し
て
有

効
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
な

お
、
本
剤
の
散
布
適
期
は
雑
草
発

生
前
か
ら
生
育
初
期（
草
丈
15
㎝

以
下
）で
あ
り
、生
育
の
進
ん
だ
雑

草
に
は
効
果
が
劣
る
た
め
、
時
期

を
失
し
な
い
よ
う
早
め
の
散
布
を

心
が
け
る
。

５
月
・
６
月
の
病
害
虫
対
策

野
菜
花
き
試
験
場
　
研
究
員
　
石
山
　
佳
幸（
病
害
）

研
究
員
　
森
野
林
太
郎（
虫
害
）

野
菜
・
花
き

野
菜
・
花
き

当

面

の

技

術

［
果
樹
］

農
業
技
術
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　

副
主
任
専
門
技
術
員

　
半
田
智
子

［
野
菜
］
南
信
州
農
業
農
村
支
援
セ
ン
タ
ー

酒
井
浩
晃

　
　
　
（
前
・
農
業
技
術
課
　
副
主
任
専
門
技
術
員
）

○
農
薬
等
普
及
展
示
ほ
試
験

に
つ
い
て（
野
菜
関
係
）

令
和
６
年
度
農
薬
等
普
及
展
示

ほ
事
業（
長
野
県
植
物
防
疫
協
会
）

の
う
ち
、
野
菜
の
除
草
剤
に
関
し

て
は
次
の
一
剤
の
試
験
が
実
施
さ

れ
た
。

「
や
ま
の
い
も（
な
が
い
も
）
の

一
年
生
雑
草
に
対
す
る
ダ
イ
ロ
ン

ゾ
ル
の
効
果
」（
松
本
農
業
農
村
支

援
セ
ン
タ
ー
実
施
）

県
内
の
な
が
い
も
栽
培
で
は
一

般
的
に
作
付
け
前
に
ト
レ
ン
チ
ャ

ー
に
よ
る
植
溝
深
耕
を
行
っ
た

後
、種
い
も
の
植
え
付
け
を
行
い
、

覆
土
し
て
う
ね
を
成
型
す
る
。
萌

芽
に
は
30
～
40
日
程
度
を
要
し
、

そ
の
後
誘
引
の
た
め
の
支
柱
と
ネ

ッ
ト
に
つ
る
が
伸
長
し
、
生
育
が

旺
盛
と
な
る
の
は
７
月
中
下
旬
以

降
で
あ
る
。
植
え
付
け
か
ら
こ
の

間
は
う
ね
に
光
が
良
く
当
た
り
、

雑
草
の
発
生
し
や
す
い
環
境
が
長

く
続
く
こ
と
に
な
る
。
な
が
い
も

に
お
け
る
除
草
は
主
に
定
植
後
の

除
草
剤
の
全
面
土
壌
散
布
に
よ
っ

て
植
え
付
け
後
の
雑
草
発
生
を
抑

制
す
る
と
と
も
に
、
生
育
中
に
は


